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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 50,705 12.7 3,100 15.5 3,026 9.3 1,488 6.5
22年3月期第3四半期 44,978 △6.5 2,684 △13.1 2,768 △8.9 1,397 △9.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 84.14 ―

22年3月期第3四半期 78.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 51,735 32,412 56.7 1,656.40
22年3月期 52,266 31,878 55.2 1,629.36

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  29,310百万円 22年3月期  28,832百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 17.50 ― 17.50 35.00
23年3月期 ― 17.50 ―

23年3月期 
（予想）

17.50 35.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 64,000 5.2 4,000 14.4 4,050 11.4 1,900 2.9 107.37



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる
結果となる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  17,737,200株 22年3月期  17,737,200株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  41,670株 22年3月期  41,670株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  17,695,530株 22年3月期3Q  17,695,601株



（参考） 

 平成23年３月期の個別業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（％表示は通期は対前期）

（注）個別業績予想値の当四半期における修正の有無  無 

   

【個別業績予想】

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

通期 31,200 5.6 2,100 6.1 2,200 △6.1 1,150 △22.0 64.99
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間（平成22年４月～12月）の世界経済は、新興国の需要拡大を中心に回復傾向が続きま

したが、秋口以降は各国の景気刺激策の一巡や、新興国でのインフレ懸念の影響もあって、回復ペースが鈍化しま

した。 

 当社グループの主要顧客である電子部品業界におきましても、下期に入り、このような経済情勢の変化や円高の

進行によって、電子部品の需要は、スマートフォンなど一部の機器向けは活況が続いたものの、総じて足踏み傾向

が見られました。 

 当社グループにおきましては、今年度のスタートにあたり、事業方針として「３・Ｅ－Ｌｏｇｉｓｔｉｃｓ」の

推進～「物流力ＮＯ．１」への挑戦～を掲げました。そして重点施策として、①「Ｅ・nergy（新規・深耕拡販の

推進）」グローバル・ネットワークの拡充や独自サービスの拡大、②「Ｅ・conomy（事業体質の強化）」システム

を活用した生産性の向上や絶対品質の提供、③「Ｅ・cology（グリーン・ロジスティクスの追求）」ＣＯ２やエネ

ルギー消費量の削減および環境保全サービスの提供、に取組んでまいりました。 

 当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高50,705百万円(前年同期比 12.7％増)、営業利益3,100百万円(同 

15.5％増)、経常利益は3,026百万円(同 9.3％増)、四半期純利益は1,488百万円(同 6.5％増)となりました。 

  

 ＜事業の種類別セグメントの概況＞ 

  

①電子部品物流事業 

 当社グループでは、「新たな成長」に向けた中期経営計画の初年度として、取扱貨物量の拡大に向け、引き続き

グローバル・ネットワークの拡充を推進してきました。 

 国内では、４月に筑波営業所（茨城県）、５月に厚木デポ（神奈川県）を開設いたしました。倉庫関連では、事

業運営の効率化や保管能力の拡大を目的に、北上（岩手県）での新倉庫建設、小名浜営業所（福島県）の倉庫増築

に着工いたしました。また、１０月１日付で当社は、ＴＤＫラムダ・ファシリティーズ㈱の全株式を取得しまし

た。社名をアルプス物流ファシリティーズ㈱に変更し、当社グループの一員として事業の効率化と南茨城エリアで

の新規・深耕拡販に取り組んでおります。 

 海外におきましても、中国では輸出加工区と長距離トラック輸送「アルプス特快便」を組み合わせた当社独自サ

ービスの拡大を目的に、４月に煙台支店（山東省）を開設いたしました。また、タイ・アユタヤ倉庫や、米国・マ

ッカレン（テキサス州）倉庫の増床など、既存拠点の拡充を図るとともに、これまで代理店を活用してビジネスを

行ってきた台湾、韓国において、９月に台湾・台北市近郊に台湾アルプス物流の設立、本年１月に韓国駐在員事務

所の開設など、新たな地域へも拠点展開を進め、グローバル・ネットワークを強化してまいりました。 

 また、２つ目の重点施策である事業体質の強化につきましては、３月に運用を開始した新運送システムを活用し

て、輸送品質・輸送効率の向上や業務の合理化を進めるなど、生産性の向上や「絶対品質」の提供に取り組んでま

いりました。 

 そして、顧客の最適地生産へのシフトや物流合理化ニーズが加速する中、国内外が一体化したグローバル営業活

動、当社独自のサービス・メニューの提供など、積極的に新規・深耕拡販を推進してまいりました。これら諸施策

の実行と電子部品市況の回復が相まって、増収増益を達成することができました。 

 当セグメントの売上高は25,112百万円(前年同期比 18.6％増)、営業利益は2,338百万円(同 29.8％増)となりま

した。 

  

②商品販売事業 

 商品販売事業では、電子部品関連の包装資材、成形材料、電子デバイスの販売を行っております。前年同期と比

べ、電子部品の生産規模が回復基調で推移する中、積極的な拡販活動を行い、特に調達と物流を一元化した電子デ

バイスの販売ビジネスが売上を拡大し、増収増益となりました。 

 当セグメントの売上高は9,050百万円(前年同期比 31.1％増)、営業利益は251百万円(同 75.2％増)となりまし

た。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



③消費物流事業 

 消費物流事業につきましては、グループ会社である㈱流通サービスが、食料品や衣料品などを主要貨物として事

業を展開しています。生協の個配関連を中心に拡販活動を進めてまいりましたが、消費者の節約志向が続く中、若

干の減収となりました。 

 利益面では、顧客の物流再編や合理化に伴う拠点統廃合の影響や、新桶川物流センターの立上げや騎西物流セン

ターＡ棟の増築など将来に向けた投資関連費用もあり、減益を余儀なくされました。 

 規模を拡大した騎西物流センターは、流通加工業務の基幹拠点として、今後、更なる新規・深耕拡販と保管・作

業効率の向上に取組んでまいります。 

 当セグメントの売上高は16,542百万円(前年同期比 2.1％減)、営業利益は509百万円(同 31.1％減)となりまし

た。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  

①資産、負債及び純資産の状況 

 前連結会計年度末と比較した当第３四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産の状況は次のとおりです。 

 総資産につきましては、増収に伴い「受取手形及び営業未収金」は1,302百万円増加しましたが、納税などに伴

う「現金及び預金」の減少1,519百万円や減価償却の進行に伴う有形固定資産の減少302百万円などによって、前連

結会計年度末比530百万円減の51,735百万円となりました。 

 負債につきましては、「未払法人税等」の減少1,060百万円などにより、前連結会計年度末比1,064百万円減の

19,323百万円となりました。 

 純資産につきましては、四半期純利益の確保に伴う利益剰余金の増加869百万円、円高による為替換算調整勘定

の減少380百万円などにより、前連結会計年度末比533百万円増の32,412百万円となりました。 

 なお、自己資本比率は、前連結会計年度末比1.5ポイント上昇の56.7％となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末の残高は、前連結会計年度末と比べ1,514百万円減少し、

8,862百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益の確保2,817百万円、法人税等の支払額1,921

百万円などにより1,190百万円の収入（前年同期比では運転資金や法人税等の支払額の増加などにより1,962百万円

の収入減）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、使用した資金は1,367百万円（前年同期比449百万円の支出増）となりました。主な支出とし

て、倉庫関連投資を中心とした有形固定資産の取得1,158百万円の支払を行っています。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、使用した資金は1,084百万円（前年同期比200百万円の支出減）となりました。主な支出は、配

当金の支払619百万円などです。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の連結及び個別の通期業績予想につきましては、平成22年５月11日付「平成22年３月期決算短

信」で発表しました業績予想を変更しておりません。 

  

  



（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ３百万円減少し、税金等調整前四半

期純利益は28百万円減少しております。 

  

②企業結合に関する会計基準等の適用 

当第３四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係

る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企

業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26

日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 

平成20年12月26日）を適用しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,088 10,607 

受取手形及び営業未収金 10,917 9,615 

商品 910 599 

その他 1,607 1,914 

貸倒引当金 △7 △9 

流動資産合計 22,516 22,726 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 10,249 10,195 

土地 12,891 12,802 

その他（純額） 1,699 2,145 

有形固定資産合計 24,841 25,143 

無形固定資産   

のれん 109 4 

その他 1,223 1,376 

無形固定資産合計 1,332 1,381 

投資その他の資産   

投資有価証券 390 405 

その他 2,669 2,616 

貸倒引当金 △14 △6 

投資その他の資産合計 3,045 3,014 

固定資産合計 29,218 29,539 

資産合計 51,735 52,266 

負債の部   

流動負債   

営業未払金 5,745 5,134 

短期借入金 2,911 3,044 

未払法人税等 233 1,294 

賞与引当金 688 1,242 

役員賞与引当金 28 － 

その他 3,173 3,175 

流動負債合計 12,780 13,892 

固定負債   

長期借入金 3,954 3,972 

退職給付引当金 1,500 1,409 

役員退職慰労引当金 295 314 

その他 792 798 

固定負債合計 6,543 6,495 

負債合計 19,323 20,387 



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,349 2,349 

資本剰余金 2,029 2,029 

利益剰余金 25,914 25,044 

自己株式 △50 △50 

株主資本合計 30,242 29,373 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 6 17 

為替換算調整勘定 △938 △557 

評価・換算差額等合計 △931 △540 

少数株主持分 3,101 3,045 

純資産合計 32,412 31,878 

負債純資産合計 51,735 52,266 



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 44,978 50,705 

売上原価 39,204 44,260 

売上総利益 5,774 6,445 

販売費及び一般管理費 3,089 3,345 

営業利益 2,684 3,100 

営業外収益   

受取利息 11 6 

受取配当金 3 5 

保険返戻金 85 － 

その他 109 113 

営業外収益合計 210 125 

営業外費用   

支払利息 88 85 

為替差損 22 87 

その他 15 26 

営業外費用合計 126 199 

経常利益 2,768 3,026 

特別利益   

固定資産売却益 0 3 

貸倒引当金戻入額 0 1 

補助金収入 15 8 

特別利益合計 16 13 

特別損失   

固定資産除売却損 17 37 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 25 

固定資産圧縮損 11 4 

退職給付制度終了損 － 154 

特別損失合計 29 222 

税金等調整前四半期純利益 2,755 2,817 

法人税、住民税及び事業税 1,162 690 

法人税等調整額 △21 378 

法人税等合計 1,140 1,069 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,748 

少数株主利益 217 259 

四半期純利益 1,397 1,488 



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,755 2,817 

減価償却費 1,192 1,274 

売上債権の増減額（△は増加） △2,972 △1,413 

たな卸資産の増減額（△は増加） 69 △342 

仕入債務の増減額（△は減少） 2,057 697 

その他 850 133 

小計 3,952 3,165 

法人税等の支払額 △891 △1,921 

法人税等の還付額 162 16 

その他の支出 △71 △70 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,152 1,190 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △593 △1,158 

無形固定資産の取得による支出 △435 △109 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ △127 

その他 110 28 

投資活動によるキャッシュ・フロー △917 △1,367 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △0 △19 

長期借入れによる収入 － 800 

長期借入金の返済による支出 △355 △926 

配当金の支払額 △619 △619 

少数株主への配当金の支払額 △215 △101 

その他 △95 △218 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,285 △1,084 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6 △252 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 943 △1,514 

現金及び現金同等物の期首残高 7,595 10,376 

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,539 8,862 



該当事項はありません。 

  

［事業の種類別セグメント］  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。  

２ 各事業区分の主な内容 

(1）電子部品物流事業……国内外に於ける電子部品貨物の運送、保管、フォワーディング等の事業 

(2）商品販売事業…………包装資材、成形材料及び電子デバイスの仕入及び販売事業 

(3）消費物流事業…………日本国内に於ける消費者向け貨物の運送、保管、流通加工等の事業  

  

［所在地別セグメント］  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）アジア…………中国、シンガポール、マレーシア、タイ 

(2）その他の地域…アメリカ、メキシコ 

  

［海外売上高］ 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

アジア…………中国、韓国、シンガポール、マレーシア、タイ等 

その他の地域…アメリカ、メキシコ、アイルランド等 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 
  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
電子部品 
物流事業 
(百万円) 

商品販売 
事業 

(百万円) 

消費物流 
事業 

(百万円) 

計 
（百万円） 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  21,173  6,902  16,901  44,978  ―  44,978

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 ―  ―  ―  ―  ―  ―

計  21,173  6,902  16,901  44,978  ―  44,978

営業利益  1,801  143  739  2,684  ―  2,684

  
日本 

（百万円） 
アジア 

（百万円） 

その他の 
地域 

(百万円) 

計 
（百万円） 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 
（百万円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  38,590  5,981  406  44,978  ―  44,978

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 312  43  8  364 ( ) 364  ―

計  38,902  6,025  415  45,343 ( ) 364  44,978

営業利益  2,334  317  14  2,666  17  2,684

  アジア その他の地域 計 

海外売上高（百万円）  6,078  1,905  7,984

連結売上高（百万円）  ―  ―  44,978

連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
 13.5  4.2  17.8



［セグメント情報］ 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

 当社はグローバル総合物流の包括的な戦略を立案し、国内及び海外に於ける電子部品関連企業向けの物流

事業及び商品販売事業並びに国内消費者向けの物流事業を展開しております。 

 したがって、当社は「電子部品物流事業」、「商品販売事業」及び「消費物流事業」の３つを報告セグメ

ントとしております。 

 「電子部品物流事業」は、国内外に於ける電子部品貨物の運送、保管、フォワーディング等の事業を行っ

ております。「商品販売事業」は、包装資材、成形材料及び電子デバイスの販売事業を行っております。

「消費物流事業」は日本国内に於ける消費者向けの貨物の運送、保管、流通加工等の事業を行っておりま

す。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

  （単位：百万円）

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

  

（追加情報）  

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等に開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）を適用しております。   

  

該当事項はありません。 

  

  

  

報告セグメント 

調整額 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注) 

電子部品 

物流事業 

商品販売 

事業 

消費物流 

事業 
計 

 売上高       

 外部顧客への売上高  25,112  9,050  16,542  50,705  －  50,705

 セグメント間の内部売上高 

 又は振替高  
 －  －  －  －  －  －

 計  25,112  9,050  16,542  50,705  －  50,705

 セグメント利益  2,338  251  509  3,100  －  3,100

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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